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平
成
3
年
度
の
町
の
決
算
が
、
1
2
月
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
町
が
行
っ
て
い
る
事
業
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
大
切
な
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補

助
金
、
町
債
な
ど
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
3
年
度
も
限
ら
れ
た
財
源
を
や
り

く
り
し
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
公
共
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
決
算
は
私
た
ち
の
暮
ら
し

や
町
づ
く
り
の
中
で
、
実
際
に
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
を
ま
と
め
た
も
の
で

す
。
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
　
『
町
の
家
計
簿
』
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

町
債
の
減
額
に
対
し
、

国
庫
支
出
金
の
大
幅
な
増

平
成
3
年
度
の
一
般
会
計
の
収
入
総

額
は
、
七
十
七
億
九
千
六
百
六
十
三
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
る
と
約
五
億
三

千
万
円
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
二

田
地
建
替
事
業
や
水
巻
ふ
る
さ
と
の
丘

整
備
事
業
な
ど
の
事
業
費
の
繰
り
越
し

と
、
国
庫
支
出
金
の
伸
び
が
お
も
な
理

由
で
す
。

一
般
会
計
の
財
源
は
、
町
税
の
よ
う

に
町
で
確
保
で
き
る
自
主
財
源
と
、
地

方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金
の
よ
う
に
国

や
県
が
頼
り
の
依
存
財
源
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
自
主
財
源
の
多

少
が
、
弾
力
的
な
行
政
運
営
を
進
め
ら

れ
る
か
ど
う
か
に
大
き
く
影
響
し
て
き

ま
す
。
つ
ま
り
、
町
が
独
自
で
多
く
の

収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
多
く

の
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
町

の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

（

歳
入
の
内
訳
を
財
源
別
に
見
る
と
、

自
主
財
源
は
三
十
二
億
三
千
九
百
十
三

万
円
で
、
歳
入
の
四
一
・
五
㌫
を
占
め

て
い
ま
す
。
そ
の
中
心
は
町
税
で
す
。

こ
れ
は
私
た
ち
が
納
め
た
町
民
税
や
固

定
資
産
税
な
ど
で
、
前
年
度
に
比
べ
る

と
五
・
九
㌫
の
伸
び
で
し
た
。
町
民
一

人
当
た
り
七
万
五
百
七
十
八
円
の
税
金

を
納
め
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
使
用

料
・
手
数
料
の
う
ち
約
九
割
は
、
町
営

住
宅
の
使
用
料
で
す
。

一
方
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県
支
出

金
な
ど
の
依
存
財
源
は
四
十
五
億
五
千

七
百
五
十
万
円
で
、
収
入
の
五
八
・
五

㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
は
前
年
度
に
比
べ
七
・

二
㌫
、
約
一
億
五
千
万
円
の
伸
び
で
し

た
。
ま
た
、
全
体
の
十
二
・
六
㌫
を
占

め
る
国
庫
支
出
金
は
、
猪
熊
小
学
校
の

講
堂
改
築
や
二
団
地
の
建
替
な
ど
に
対

す
る
補
助
金
の
増
加
に
伴
う
も
の
で
、

三
五
二
一
㌫
増
と
大
幅
な
伸
び
と
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
町
債
は
十
四
・

七
㌫
、
約
一
億
二
千
万
円
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

過去3年間の決算額の
移り変わり（一般会計・支出）

しなければなりませんので、これを
て一定公債費として予算に組み

額ずつ償還していきま

●繰出金

㊥特別会計に不足する

めに一般会計から支出されるお



限
ら
れ
た
財
源
で

上
手
な
や
り
く
り

一
般
会
計
の
支
出
総
額
は
、
七
十
六

億
七
千
五
百
五
十
三
万
円
で
、
前
年
度

に
比
べ
る
と
約
七
億
六
千
万
円
　
（
十

一
・
〇
㌫
）
　
の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。

使
い
方
を
目
的
別
に
み
る
と
、
土
木

費
が
全
体
の
二
八
・
六
㌫
を
占
め
て
い

ま
す
。
お
も
な
事
業
と
し
て
、
二
団
地

の
建
設
に
約
五
億
七
千
万
円
が
投
入
さ

れ
た
ほ
か
、
高
松
団
地
の
景
観
改
善
事

業
、
明
神
ケ
辻
山
自
然
公
園
整
備
事
業
、

ふ
れ
あ
い
広
場
整
備
事
業
な
ど
「
う
る

お
い
の
あ
る
町
づ
く
り
」
を
目
指
し
た

生
活
環
境
の
整
備
を
重
点
的
に
行
っ
た

た
め
で
す
。

支
出
全
体
の
十
五
・
六
㌫
を
占
め
て

い
る
公
債
費
は
約
十
二
億
円
で
、
前
年

度
と
比
較
し
て
二
・
〇
㌫
の
伸
び
と
な

り
ま
し
た
。

次
い
で
人
づ
く
り
の
た
め
の
教
育
費

が
十
四
・
九
㌫
で
、
南
部
公
民
館
建
設

や
猪
熊
小
学
校
講
堂
改
築
な
ど
、
文

化
・
教
育
施
設
の
整
備
に
約
十
一
億
四

千
万
円
を
投
資
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
前

年
度
に
比
べ
二
三
・
四
㌫
の
伸
び
と

な
っ
て
い
ま
す
。

民
生
費
・
衛
生
費
は
、
各
種
の
健
康

診
査
や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
の
保
健
衛

生
の
普
及
の
ほ
か
保
育
所
、
生
活
困
窮

者
や
障
害
者
の
福
祉
向
上
の
た
め
約
十

三
億
八
千
万
円
（
全
体
の
十
八
二
㌫
）

を
支
出
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
お
も
な
事
業
は
、
左
の

表
の
と
お
り
で
す
。

一般会計

細総　務　快
託678万円。
書児童福祉　児童手
立保育所1億9，298万
委託1億6，275万円・母子
円・乳幼児医療2，470万
童等医療1，594万円

円。

後老人・障害者福祉など
1，831万円・敬老税金763万
きり老人奉仕事業1，493万円
能力活用事業423万円・重度身体障
者医療3，143万円・身体障害者福祉
業736万

円。

看保健・衛生
3，837万円・予防接種1，09
み収集補助金など3，132万
剤散布466万円・救急医療施
円。
■学校教育
万円・中学校の整備2，824
幼稚園の就園補助2
奨励援助1，707万円
雷社会教育　中央公
各種講座7，938万円・南部公民
設7，512万円・各種スポー
万円・体育施設の維
円。
■労　働　失業対策
地域開発就労1億7，510万
1住　宅　二団地の建替事
7，328万円・高松団地の景観改善
2億2，950万円・改良住宅の維持管
1億3，621万円・公営
7，834万円。

車土　木　ふれあ
4，427万円・ふるさとの丘整備事業
億8，57土万円・明神ケ辻山自然
備事業6，330万円・伊左座公園
公園整備6，572万円・道路新設改
億7，899万円。
■鉱害復旧　家屋の復旧5，235万円
車広域行政事務組合負担金　消防2
1，353万円・ごみ1億9，013万円・
尿6，783万円・老人ホーム1，309
円・農業共済1，204万円・休日急病
ンター447万円。

車線出金　国民健康保険3．259
老人保健9，532万円



町には、一般会計のほかに特定の目的のために設けられ

た三つの特別会計と、水道事業のための公営企業会計があ

ります。

これらの特別会計は、全町民を対象とした一般会計と速

い特定の収入を特定の支出に充てるため、会計ごとの独立

採算制を基本としています。

持 ●国 展 健 康 保 険 会 計 は 、 自 営 業 の

址 弧 こ
人 や 退 職 者 の 医 療 費 を ま わ な っ　　　　　　　　　　　　 ・， ここここここここ．慶：－こここ‾－

ｒ＝ニナここ

会 計 で す 。 主 な 収 入 は 加 入 者 の

皆 さ ん が 納 め た 保 険 税 と 国 庫 支

録

0　　　　　　　　 川口 、　　　　　　　　　　　　　　 鷺薫霊藤森索衰滝壷滋養感顛裏 ．．樽
つ

ｌ　ｌｌ＿．

老 人 保 健 へ の 拠 出 金 で 、 全 体 の

約 9 5㌫ を 占 め て い ま す 。　　　　　 ●対 象 ：4 ，1 29 世 帯 、 8 ，93 2 人
・こ．！ニ［・・・くここを

ミこ　こ

．；車…こ‾‾鎚

ここここ　付ミリこ・・、・．Ｋ－こ

老

人

ｕ Ｉ ， ●老 人 保 健 事 業 は 、7 0歳 以 上 の お

年 寄 り を 対 象 に 医 療 給 付 な ど を

行 う 事 業 で す 。 主 な 収 入 は 、 支

払 基 金 交 付 金 と 国 庫 支 出 金 で す 。

支 出 の 99．6㌫ は 医 療 費 が 占 め て

刃文 入　 19 億 3 ，2 6 7 万 円

ミ ∈ニーこ．：・・Ｒ．ｉｉｉ…
ここ－＿旗 莞祥完軍学笹や率準稗琴準轡翠軍準響

ぴ

保

健

・凄こ姜ニ＿．ミ腰　‾‾＿－ぶＹｖ

ナＩＩ

・シバ
Ｈ、ニ・描恕こせ．．さ

げ．こ い ま す 。 前 年 度 に 比 へ 約 1 億 2

千 万 円 の 増 額 と な り ま し た 。　　　 ●対 象 者 ： 2 ，2 84 人

● 1 人 当 た り の 医 療 費 ：8 3 2 ，6 19 円1＿－れ　　　 －＿装．・・・べま鎚．”
プ＿＿．．脛 …こＺ

●下水道事業は、公営の住宅団地

を対象に家庭から出る汚水を処

理しています。収入は使用料と

財産収入（基金利子）が主なも

のです。主な支出は下水処理場

の管理委託料と積立金です。

刃文 入 1億2，334万円

妻女 軍事幸、 守破顔幾車載
震葱濠撤慈凝議鉱怒重畳

●処理戸数：2，786戸

水 恒 入　 6 億 1，9 6 3 万 円 ｌ ●雷雲 票 悪霊 雷 雲 六歪 悪 霊悪 霊 慧

ぎこ キー－　　　 ．こ．．イ　　　　　 －、ここ′ここ－さな一一三う‾一一 ．川
的協連

事

業

の会 計 で す 。収 入の ほ とん どは 、

皆 さん が支 払 った水 道 料金 で ま
・ヽ・．ニ

＋柚
違

嶺衰滅嶽衰衰滅義盛幾慈笥＋ ＋＋＋　 かな わ れ て いま す。 支 出の 約 60

㌫ は 、原水 の購 入 費 に充 て られ

●給 水 戸 数 ：10 ，9 58 件　　　　　　　 てい ま す0

こ芸讃訝

該＿一一‾－4・ニ・票‾こミ‾こ［こ おご．．．．・㌻Ｙ＿導＿こ＿ン．縮

監
査
委
員
の

意
見
（
要
旨
）

●
入
江
末
彦
監
査
委
員

●
山
本
定
雄
監
査
委
員

財
政
事
情
は

し
い
状
況

成
3
年
度
の

と
も
に
黒
字
決
算
で
あ
る

般
会
計
で
は
、
ふ
る
さ
と
の
丘

業
、
二
団
地
建
替
事
業
、
明
神
ケ

辻
山
自
然
公
画
に
高
松
団
地
景
観
改
善

事
業
、
南
部
公
民
館
建
設
事
業
、
ふ
れ

あ
い

し
て
い
る
。
今
後
、
下
水
道
事
業
、
水

が
見
込
ま

管
理
費
、

業
な
ど
の
大
型
事
業

え
て
各
施
設
の
維
持

償
還
額
の
増
大
と

に
あ
る
。

伸

び
つ
づ
け
、
老
人
保
健
事

の
医
療
諸

費
も
六

と
な
っ
て
い

る
。
両
会
計
と
も
、
今
後
の
財
政

に
は
充
分
な
配

下
水
道
事
業

の
老
朽
化
に
伴
い

補
修
費
が
増
加

し
っ
つ
あ
る
。
公
共
下
水
道
計
画
も
進

行
し
っ
つ
あ
る
の
で
、
施
設
管
理
に
は

配
慮
し
効
率
的
な
運
営
を
期
待
す
る
。

水
道
事
業
会
計
は
、
黒
字
決
算
で
あ

る
が
、
有
収
率
低
下
で
給
水
原
価
が
高

騰
し
、
供
給
原
価
が
低
下
し
た
た
め
、

1
3
ｍ
当
た
り
ｕ
円
の
赤
字
を
生
じ
て
い

る
。
水
道
事
業
会
計
健
全
化
の
た
め
、

看
取
率
の
向
上
と
経
費
節
減
に
一
層
努

力
し
、
給
水
原
価
が
供
給
原
価
を
下
回

る
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

遽



劃の申白が始まりまも
2月16日ト3月15日

：役場101会議室

時間：午前9時一年後4時

ｌコ加議

2月16日㈹　高松団地1～12棟

2月17日（水）高松団地13～24棟
2月18自体）吉田団地
2月19日（劫　二・サニーニュータウン

野間団地・二団地
2月22日旧）下二・人江興産・林住宅
2月23日㈹　立屋敷・伊左座・みずほ

団地
2月25日休）頃東南・水巻苑・松栄荘
2月26日胤ｌ　頃東北・高尾団地・中央区

3月2日㈹　猪熊
3月4日（和　利・古賀・新生街・樋口・

緑ヶ丘

3月5日徐）おかの台団地・猪熊呵住
3月8日的）梅ノ木団地・古賀団地

3月9日伏）吉日－・吉田二・イウゼ呵
住・宮尾台

3月10日（粛　吉田三・垣涼呵住・緑風園
団地

3月11日（木）鯉口団地・鯉口分譲・美吉
野団地

2月24日（水　立屋敷・伊左座・
二・吉田－・吉田

下
吉

二
二

田三

3月3日休）頃未・木八・古賀・樋口
猪熊

土地や建物を売った人は、2月24日ま
たは3月3日においでください。
（税務署より通知があります）

期間中は納税相談も行いますので、お
気軽に相談ください。詳しくは役場課
税係まで。

5

ト申告をしなければならない人

住民税・国民健康保険税の申告をしな
ければならない人は次のとおりです。

（所得税の確定申告をした人は、住民

税の申告は必要ありません。）

●自営業の人　◎農業の人

◎外交員や集金人などの自由業の人

⑳家賃などの不動産収入のある人

◎大工や左官業の人

◎日雇など、日給で働いている人

㊥年金や恩給を受けている人

◎給与所得者で住民税を天引きされてい

ない人や、給与以外の所得があった人

ト申告に必要な書類

の平成4年中の収入・所得のわかる資料

ィ．年金・恩給の支払通知書

口．源泉徴収票　ハ．給与明細書

二．収入の内容がわかる帳簿など

◎国民健康保険税の納税証明書

役場納税係②番窓口で交付します。

◎国民年金支払証明書

役場国民年金係（訃音窓口で交付します。

◎生命保険支払証明書

◎印鑑

◎銀行または農協の通帳口座番号

所得税の還付や支払用です。

瀬瀦瀦瀬や溝
商 売 や 事 業 を 営 ん で い る 人 、給

与 以 外 に 収 入 の あ る サ ラ リー マ ン

の 人 、地 代 や 家 賃 収 入 の あ る 人 な

ど 確 定 申 告 の 時 期 が や って き ま し

た 。

所 得 税 の 確 定 申 告 は 2 月 16 日か

ら始 ま り 、3 月 15ま で で す 。例 年 、

期 限 間 近 に な りま す と 、窓 口は 大

変 混 雑 しま す の で 、申 告 は で き る

だ け早 め に 済 ま せ て くだ さ い 。

還付申告は、

集中還付申告センター
をご利用下さい。

ベテラン税理士と国・県などの

職員が対応します。相談は無料。

●会場　北九州市立商工貿易会館

1階《小倉北区モルー
ル日通新前〉

●期間　2月1日～3月15日

（土、日曜・祭日は除く）

●受付　午前9時～午後4時

●問い合わせ　若松税務署まで

（℡76ト2536）



1月29日、中央公民館で郡内4

町と広域行政事務組合、自治労遠

賀郡連合会が共催して、ごみ問題

講演会が開かれました。

来賓のあいさつに引き続き、広

域行政事務組合から、郡内のごみ

収集の現状が報告されました。

可燃ごみは前年に比べ14％、不燃

ごみは21％とそれぞれ減少。逆に

ビン・缶類は不燃ごみからの流人

もあり35％増加。平均すると13％

で、目標の20％減量達成にはなお

一層の努力が必要であると報告。

基調講演では、「リサイクル社会

の展望と条件」というテーマで早

稲田大学教授寄本勝美さんが、実

例を交えながら、リサイクル経済

を推進するための政策の重要性を

訴えました。

ご訓ま限りある
地球の資源

ごみ問題講演会

0
ポ水
ン　巻
プ町
車　消
操　防
法　団
を　が
披
露

使命も新たに
遠賀郡四か町消防合同出初式

新春を飾る遠賀郡四か町消防合

同出初式が1月10日、遠賀町で行
われました。今年はあいにくの雨
で、会場がグランドから勤労者体

育センターに変更。分列行進や車
両行進は行われませんでしたが、

表彰のあと、隣の駐車場を利用し
て小隊訓練やポンプ車操法、消防
はしご車操法などが披露されまし

た。水巻町の受賞者は、次のとお
りです。（敬称略）
●県知事感謝状＝太田静夫・塩田

喬　●県消防協会長表彰【金馬簾】

水巻町消防団【永年勤続】（25年）
出利葉博　（20年）太田静夫・塩
田喬・尾田好春　　（15年）瓜生

孝善　（10年）橋本鉄次　【優良
団員】下田修二・番月数則・石山
年宏　●県民火災共済組合理事長

表彰【分団】第3分団　【個人】
木下垂人　●消防協会遠賀支部長

表彰＝大谷弘高・小田博吉　●消
防団長表彰＝竹下幸治・野口秀克

ｍ
馴

◎
佃
他

琶
払

衰

苦妾
写楽燕

出
現
〃

選膠

シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
が

、喝
町のスポーツ行事を
推進している体育協
会で、事務局を勤め
ていた吉良さんが昨
年12月で勇退。今年
1月から真鍋岐さん
が後任としてがん
ばっています。よろ
しく！



うまくあがるかな－、ポクのたこ
たこ

1月31日、中央公民館で開かれた「凧づくり教室」には
約80人の親子が参加。今年はダイヤ凧と角凧に挑戦。

組んだ竹ひごには、人気アニメや似顔絵など、思い思い
の絵を措いた和紙がはられます。遠賀凧の会の指導員の説
明を聞きながら、子供たちはお父さんやお母さんの手を借
りて上手に組み立てていきます。

「糸を結ぶのが難しかった」と、親子4人で参加した豊
沢正好くん（伊左座小5年）。

「今から遠賀川に行ってあがるかどうか、テストをして
きます」と張り切るのは、田中秀典くんと富永靖辛くん（伊
左座小3年）のふたり。

3月28日（日）には河川敷公園で凧あげ大会が開かれ、
この日作った凧も大空へ舞い上がることでしょう。

心もお尻竜ホツカホカ
1月13日、ＪＲ水巻駅と東水巻駅にたくさんの座布団が

プレゼントされました。

この座布団は、水巻町身障者会の婦人部のみなさんが、

駅で待つ人が少しでも暖かいようにと、余り布を利用して

作ったものです。昨年11月から約20人が身体障害者福祉セ

ンターに集まって縫い上げ、一人掛け用から長いす用まで

全部で40枚。水巻駅には一人掛け用が30枚、東水巻駅には

長いす用など合わせて10枚が贈られました。

「寒い日には助かります。お客様も喜ばれることでしょ

う。大事に使わせていただきます」と、白石水巻駅長。

まだまだ寒い日が続きますが、電車を待つ皆さんを暖め

てくれることでしょう。大事に使いたいものですね。

剣豪が勢ぞろい

剣道選手権大会

1月24日、武道館で行われた剣道選

手権大会には、町内から剣豪50人が参
加。熱戦を繰り広げました。

試合の結果は、次のとおりです。
●中学1年　①香月和之（む黒木秀一郎

③井上あかね　●中学2年　①角田和
洋②柴田恭宏（郭原真弘　●一般4段以

下①喜多村道信（彰小野礼一③兼元浩治
●一般5段以上　①堤英雄②雲田信幸
（彰黒木三郎

冬の海で技をみがく
1月31日、若松区の岩屋海岸で水巻

町空手スポーツ少年団「水武館」と中

間市の「扇空館」の子供たちが合同の

寒げいこを行いました。

約40人の団員たちは、まずランニン

グや浜辺での型の練習をして体を温め

ます。その後、浜辺でたき火を囲んで
ブルブル震えているお父さんやお母さ

んをしり目に、子供たちは寒風が吹き

つける冬の海へ入っていきました。

気合いの入った子供たちも腰まで海

につかったとたん「つめた－い」の声。

海の中では、エイッ、ヤーツと約10分

間、突きの練習などを行いました。



健康づくりシリーズ◎

こ
ね
に
ち
応
保
健
婦
で
す

へ
野
間
ジ
ｌ
・
ニ
ー
ゐ

寝
た
き
り
を
防
く

～
脳
卒
中
退
院
後
の
生
活
～

シ
リ
ー
ズ
第
2
回
目
は
、
脳
卒
中
の

治
療
が
ほ
ぼ
終
了
し
た
患
者
の
退
院
に

際
し
て
、
介
護
者
が
行
う
事
前
準
備
や

注
意
事
項
、
退
院
後
の
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

●
身
体
障
害
者
手
帳
の
申
請

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
と

次
の
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

◇
医
療

◇
補
装
具
の
交
付

◇
日
常
生
活
用
具
の
給
付

◇
税
金
の
減
額
や
免
除

◇
障
害
基
礎
年
金
の
給
付
対
象

●
退
院
後
の
家
の
準
備
は
・
・
・

何
回
か
試
験
的
に
外
泊
さ
せ
て
、
家

庭
生
活
で
の
不
都
合
な
と
こ
ろ
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

障
害
の
程
度
に
応
じ
て
、
ト
イ
レ
や

浴
室
に
手
す
り
を
付
け
た
り
、
段
差
を

な
く
し
た
り
す
る
な
ど
、
家
の
改
造
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
家
を
改
造
す
る
こ

と
は
、
障
害
者
が
快
適
な
生
活
を
送
れ

る
だ
け
で
な
く
、
今
後
の
事
故
防
止
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
ず
、
役
場
や
保
健
所
の
保
健
婦
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
理
学
療
法
士
が

い
る
病
院
で
は
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
シ
ル
バ
ー

一

一

〇

番

　

（

℡

0

9

2

－

7

6

1

・

・

6

1
6
1
）
　
で
は
、
建
築
士
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
「
老
人
居
室
整
備

資
金
貸
付
」
　
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

●
介
護
は
家
族
み
ん
な
の
協
力
が
必
要

家
で
の
リ
ハ
ビ
リ
は
、
体
の
働
き
を

衰
え
さ
せ
な
い
た
め
に
、
毎
日
行
う
こ

と
が
大
切
で
す
。
し
か
し
、
障
害
が
重

い
場
合
に
は
、
入
浴
、
排
泄
、
移
動
な

ど
の
介
護
が
大
変
で
す
。
家
族
み
ん
な

が
協
力
し
、
一
人
だ
け
に
負
担
を
掛
け

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

介
護
を
気
長
に
上
手
に
続
け
る
に
は

公
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

◇
入
浴
サ
ー
ビ
ス
／
家
で
の
入
浴
が
難

し
い
場
合
、
施
設
で
入
浴
を
し
て
も

ら
え
ま
す
。

◇
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
／
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
が
、
家
庭
で
の
家
事
や
介

護
を
手
伝
い
ま
す
。

◇
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
／
介
護
す
る
人
の

休
養
や
用
件
の
た
め
に
一
時
的
　
（
原

則
と
し
て
7
日
以
内
）
　
に
施
設
が
預

か
り
介
護
を
し
ま
す
。

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
／
家
庭
で
の

介
護
が
難
し
い
老
人
　
（
原
則
と
し
て

6
5
歳
以
上
）
　
の
入
所
施
設
で
す
。

◇
老
人
保
健
施
設
／
入
院
治
療
の
必
要

は
な
い
が
、
リ
ハ
ビ
リ
を
必
要
と
す

る
人
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
と
生
活
ケ
ア

を
あ
わ
せ
て
提
供
す
る
施
設
で
す
。

◇
訪
問
指
導
／
保
健
婦
が
家
庭
を
訪
問

し
、
介
護
者
の
健
康
や
介
護
の
方
法

な
ど
生
活
上
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
そ
の
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ

ス
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
予
定

で
す
。
役
場
の
社
会
課
や
健
康
対
策
課

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
再
発
予
防
の
た
め
に
・
・
・

再
発
を
予
防
す
る
た
め
に
、
次
の
こ

と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◇
主
治
医
を
決
め
て
、
最
低
月
1
回
は

診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◇
薄
味
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

と
り
、
食
べ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
，
つ
。

◇
寒
い
冬
の
日
は
、
部
屋
全
体
を
暖
か

く
し
ま
し
ょ
う
。
（
暖
か
い
部
屋
か

ら
冷
た
い
外
へ
出
る
と
き
は
、
十
分

な
防
寒
を
忘
れ
ず
に
）

●
体
に
や
さ
し
い
上
手
な
介
護

介
護
者
は
特
に
、
自
分
の
腰
を
痛
め

な
い
よ
う
に
注
意
が
必
要
で
す
。

【
腰
を
痛
め
な
い
ポ
イ
ン
ト
】

◇
本
人
の
健
康
な
手
足
の
力
を
利
用
す

る
。

◇
中
腰
の
姿
勢
を
避
け
る
。

◇
介
護
者
は
、
で
き
る
だ
け
体
と
密
着

し
て
介
護
す
る
。

障
害
を
持
っ
て
も
、
生
活
を
工
夫
し

い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が

ら
、
い
つ
ま
で
も
地
域
の
人
々
と
共
に

豊
か
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

β

保
険
料
の
未
納
を
チ
エ
ツ
ウ
！

平
成
4
年
度
も
残
り
あ
と
わ
ず
か
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

た
っ
た
1
か
月
の
納
め
忘
れ
で
、
事

故
や
病
気
で
障
害
に
な
っ
た
り
、
一
家

の
働
き
手
を
失
っ
た
り
し
た
と
き
に
、

年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
な
い
よ

う
に
今
一
度
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。



検針方法が
変わりますム

水道謀では、平成5年度から水道料金の検針事務をコンピューター
で処理するようになりました。そのため3月から、検針や口座振替の
納入通知の方法などが変わります。

年
金
を
確
実
に
受
け
る
た
め
に

年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
保
険
料

を
確
実
に
納
め
る
か
、
免
除
を
受
け
る

か
の
ど
ち
ら
か
の
方
法
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
と
に
か
く
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お

か
な
い
こ
と
が
肝
心
で
す
。

●
詳
し
く
は
、
国
民
年
金
係
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

9

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
〓
疋
の
条
件
に

人
の
た
め
に
保
険
料
の
免
除
制
度
が

国
民
年
金
制
度
に
は
、
こ
の
よ
う

納
め
る
の
が
困
難
…

被
保
険
者
の
な
か
に
は
、
経
済
的
な

理
由
な
ど
で
納
付
が
困
難
な
人
が
い
ま

◇
集
金
人
を
利
用

毎
月
集
金
し
て
も
ら
え
ま
す
。

3月1日からメーター検針にハンディー

ターミナル（携帯用小型コンピューター）

を使います。

このターミナルは、検針データを直接コ

ンピューターに読み込ませるため、事務の

省力化や水量計算のミス防止、異常水量の

発見などに役立ちます。

また、メーター検針時には、使用水量か

ら当月分の料金が即座に計算でき、「使用

水量のお知らせ」の用紙（図1）を使って

その場でお知らせすることができます。（図

トＡ）

今まで上下水道料金の振替済通知書（領

収書）は、4か月ごとに発送していました

が、これからは、毎月「水道料金振替済の

お知らせ」（「使用水量のお知らせ」の下段・

図1－Ｂ）で、検針と同時に前月分の振替

済通知を発行します。

これまで使っていた「使用者番号」が、

3月から新しく「水栓番号」に変わります。

問い合オ⊃世などのときは、この「水栓番号」

でお願いします。（図1－Ｃ）

に
な
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
を
な
く
す
た
め
に
！

◇
口
座
振
替
を
利
用

預
金
口
座
か
ら
保
険
料
が
自
動
的
に

引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。

◇
保
険
料
を
前
納

特
に
事
故
に
あ
っ
た
り
病
気
に
な
っ

た
り
し
た
あ
と
で
、
ま
と
め
て
保
険
料

を
納
め
て
も
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
の
保
険
料
は
で
き
る
だ
け

早
く
納
め
ま
し
ょ
う
。

／‾■ヽ

ノ■も



官問い合わせは

水巻町役場・…‥20ト4321

中央公民館……201－0401

総合運動公園

（体　育　係）……20ト4000

（テニスコート）……20ト5757

町民体育館……20ト3936

えぶり　山荘＝…・202－6230

身障者センター……201－0794

社会福祉協議会……202－3700

1．．．

住民のための

政治講座
と き ｌｌテ ー マ 講　　 師

3 ！1 社会福祉 を

考える （高 福岡県立大学教授

14；00・～ 齢化社会 を 鬼 崎信好 さん

16；00 ふまえて）

3 ／8

網） 憲法改正論 北九州大学教授

14：00～
16 こ00

講の中で 中島義 治 さん

3 ！1 5
国際情勢の 九州産業大学教授

㈲ 現況と日本
伊 藤重 行 さん14：00・～

16：00
の立場

●会　場　中央公民館2階　視聴覚室
●募集人員　70人
●申し込み　2月25日までに中央公民館

へ申し込んでください。（定員
になりしだい締め切ります）

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部
で
は
、

事
故
に
あ
っ
た
人
や
急
病
人
な
ど
を
、

医
師
の
手
に
渡
す
ま
で
の
救
急
処
置
を

指
導
す
る
、
救
急
法
ブ
ロ
ッ
ク
別
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。
も
し
も
の
と
き
に

役
立
つ
応
急
手
当
の
知
識
と
技
術
を
身

に
着
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
　
き
　
2
月
2
4
日
　
（
水
）
　
～
2
月

2
7
日
　
（
土
）
午
前
9
時
1
午
後
5
時

●
と
こ
ろ
　
北
九
州
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
（
八
幡
西
区
相
生
町
1
5
－
1
）

●
内
　
容
　
応
急
手
当
の
基
本
・
人
工

呼
吸
・
止
血
と
傷
の
処
置
・
骨
折
の

処
置
・
急
病
二
二
角
巾
の
包
帯
・
運

搬
法

●
講
　
師
　
日
本
赤
十
字
社
救
急
法
指

導
員

●
受
講
資
格
　
義
務
教
育
修
了
以
上
の

人
で
、
講
習
に
耐
え
る
体
力
と
健
康

状
態
で
心
身
共
に
健
康
な
人

●
経
　
費
　
教
本
代
六
百
円
、
三
角
巾

代
七
百
円
、
傷
害
保
険
代
二
百
円

●
定
　
員
　
3
0
人

●
準
備
す
る
物
　
筆
記
用
具
、
運
動
服

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

住
所
、
氏
名
、
職
業
、
生
年
月
日
を

2

月

2

6

宴

等

す
現在、喝では保育所の入所申

込みを受け付けています。呵

つの保育所のうち、町立保

は障害児を、書庸保育園では3
月乳児から預かつ

用
紙
に
記
入
し
、
切
手
を
は
っ
た
返

信
用
封
筒
を
同
封
し
て
、
日
本
赤
十

字
社
福
岡
県
支
部
　
（
一
画
8
1
5
福
岡
市
南

区

大

桶

3

－

1

1

1

）

℡

（

0

9

2

）

5

2

3

局

1

1

7

1

番

に

申

し

込

ん

で
く
だ
さ
い
。

〝
保
護
よ
り
働
く
機
会
″
を
モ
ッ
ト
ー

に
障
害
者
の
社
会
復
帰
を
支
援
し
て
い

る
授
産
施
設
「
太
陽
の
家
」
で
は
、
協

力
企
業
と
合
併
会
社
を
設
立
。
障
害
者

が
、
社
会
に
近
い
環
境
で
、
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
授
産
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
行
っ
て
い
ま
す
。

働
く
こ
と
を
通
し
て
仲
間
を
つ
く
り

た
い
人
、
働
く
自
信
を
つ
け
た
い
人
、

家
族
か
ら
自
立
し
た
い
と
考
え
て
い
る

人
な
ど
、
入
所
を
希
望
す
る
人
は
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
職
業
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
一
過
程
と
し
て
も
利
用

で
き
ま
す
。

●
施
設
の
種
類
　
身
体
障
害
者
授
産
施

設
・
重
度
身
体
障
害
者
授
産
施
設
・

身
体
障
害
者
通
所
授
産
施
設
・
重
度

身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
「
ゆ
た

か
寮
」
・
身
体
障
害
者
療
養
施
設

「
ゆ
う
わ
」
・
福
祉
工
場
・
共
同
出

資
会
社

●
問
い
合
わ
せ
　
太
陽
の
家
別
府
本
部

（
別
府
市
亀
川
）
　
き
　
（
0
9
7
7
）

6

6

局

0

2

7

7

番

、

ま

た

は

役

場

社
会
謀
民
生
係

遠
賀
保
健
所
で
は
、
ね
た
き
り
老
人

な
ど
の
家
庭
介
護
の
手
助
け
の
た
め
に

家
庭
介
護
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
　
き
　
2
月
2
5
日
　
（
木
）
　
午
前
1
0

時
～
1
2
時
　
（
9
時
4
0
分
か
ら
受
付
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
保
健
所
会
議
室

●
内
　
容
　
講
話
／
く
す
り
の
話
（
薬

剤
師
）
・
実
技
／
か
ら
だ
の
清
潔

（
保
健
婦
）
・
座
談
会
／
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
紹
介
　
（
保
健
婦
）

※
介
護
用
品
の
展
示
も
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
保
健
所
保
健
予

防

課

含

2

0

1

局

4

1

6

1

番

ｒ

（
財
）
　
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会
で

は
、
大
学
の
通
信
教
育
を
受
講
し
ょ
う

と
す
る
人
を
対
象
に
、
講
義
内
容
、
学

習
方
法
、
受
講
手
続
き
な
ど
の
合
同
入

学
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
　
き
　
2
月
2
8
日
　
（
日
）
午
前
1
1

時
～
午
後
4
時
3
0
分

●
と
こ
ろ
　
福
岡
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
会
議

室
　
（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
2
－

2

－

1

）

　

含

　

（

0

9

2

）

　

4

4

1

局

3

7

6

7

番

●
対
　
象
一
般
、
高
校
生

●
参
加
校
　
【
大
学
】
法
政
・
慶
応
義

塾
・
中
央
・
日
本
・
玉
川
・
儒
教
・

近
畿
・
東
洋
・
明
星
・
大
阪
学
院

【
短
大
】
武
蔵
野
美
術
大
短
大
部
・

浪
速
・
産
能
・
近
大
豊
岡
・
近
大
九

州
●
内
　
容
　
大
学
別
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
、
希
望
大
学
の
教
職
員
が
大

学
の
内
容
を
直
接
説
明
し
ま
す
。

●
参
加
料
　
無
料

〟Ｊ



●
問
い
合
わ
せ
　
（
財
）
　
私
立
大
学
通

信
教
育
協
会
　
（
東
京
都
渋
谷
区
代
々

木
4
」
3
1
－
6
西
新
宿
松
屋
ビ
ル
9

階

）

　

含

　

（

0

3

）

　

3

3

2

0

局

2

6

2

7

番

君
の
優
し
さ
を
待
っ
て
い
ま

社
会
福
祉
遠
芸
の
職
員

社
会
福
祉
協
議
会

●
職
種
・
人
員
一
般
事
務
職
・
1
人

●
受
験
資
格
　
昭
和
4
2
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
5
0
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
、
福
祉
に
関
心
を
持
ち
、
理
解
と

熱
意
が
あ
り
、
責
任
感
旺
盛
で
業
務

を
確
実
に
遂
行
す
る
能
力
が
あ
る
人

●
募
集
期
間
　
2
月
1
2
日
～
3
月
5
日

（
郵
送
は
3
月
5
日
消
印
ま
で
有
効
）

●
試
験
日
　
3
月
1
4
日
　
（
日
）

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

水
巻
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
（
郡
農
協

水

巻

支

所

隣

）

　

℡

2

0

2

局

3

7

0

0
番

※
受
験
案
内
や
申
込
用
紙
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
で
準
備
し
て
い
ま
す
。

●
人
　
員
　
1
人

●
就
業
期
間
　
5
年
4
月
～
6
年
3
月

●
勤
務
時
間
　
午
前
8
時
～
午
後
3
時

（
土
曜
日
／
午
前
8
時
～
1
0
時
）

●
資
　
格
　
普
通
運
転
免
許
取
得
者

（
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

●
作
業
内
容
　
動
物
死
体
収
集
運
搬

●
給
　
与
　
八
万
円
　
（
月
）

●
面
接
日
　
3
月
3
～
5
日
午
前
中

●
問
い
合
わ
せ
　
（
有
）
　
北
水
社
告
2

0

2

局

3

3

3

3

番

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
今
年
度
第
4

回
目
の
個
人
向
け
住
宅
融
資
の
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
は
低
金
利
の
追
い

風
も
あ
り
、
住
宅
取
得
の
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
奮
っ
て
応
募
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
限

個
人
向
け
新
築
／
3
月
1
2
日
　
新
築

マ
ン
シ
ョ
ン
・
建
売
住
宅
／
3
月
1
9

日
　
中
古
住
宅
・
リ
フ
ォ
ー
ム
・
財

形
住
宅
／
3
月
1
9
日

※
併
用
年
金
融
資
を
利
用
す
る
人
は

締
め
切
り
が
早
く
な
り
ま
す
。

※
金
利
の
引
き
下
げ
や
融
資
額
の
増

額
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
　
住
宅
金
融
公
庫
福
岡

支
店
サ
ー
ビ
ス
相
談
室
℡
（
0
9
2
）

7

2

2

局

5

0

1

1

番

福
岡
県
弁
護
士
会
で
は
、
創
立
百
周

年
を
記
念
し
て
、
弁
護
士
に
よ
る
法
律

相
談
会
を
行
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
3
月
2
日
　
（
火
）
午
後
1

時
～
4
時
（
受
付
は
3
時
3
0
分
ま
で
）

●
と
こ
ろ
　
役
場
3
階
3
0
3
会
議
室

●
相
　
談
　
無
料
（
一
人
3
0
分
程
度
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
弁
護
士
会
℡

（

0

9

2

）

　

7

4

1

局

6

4

1

6

番

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
般
寄
付
と
し
て

●
水
巻
町
弓
道
連
盟
　
　
本
田
　
猷
様

香
典
返
し
と
し
て

●
頃
末

●
立
屋
敷

●
吉
田
二

●
古
賀

●
猪
熊

●
吉
田
三

●
吉
田
団
地

●
下
二

●
頃
末

●
高
松
団
地

●
美
吉
野
団
地

●
吉
田
団
地

●
立
屋
敷

故
・
膏
国
　
春
栄
様

城
戸
　
進
　
様

故
・
川
内
　
澄
子
様

川
内
　
千
明
様

故
・
副
田
　
久
雄
様

副
田
ト
キ
コ
様

故
・
山
下
シ
ズ
モ
様

山
下

故
・
入
江

入
江

故
・
吉
井吉

井

故
・
石
田石

田

故
・
吉
田吉

田

故
・
関
根関

根

故
・
中
島中

島

故
・
土
井本

多

故
・
経
塚経

塚

故
・
峠
村

政
人
様

勇
　
様

シ
ズ
エ
様

勇
　
棟

末
喜
様

重
雄
様

鈴
子
様

道
夫
様

泉
　
様

勇
治
様

徳
男
棟

久
人
様

正
代
様

義
郎
様

義
信
様

洋
子
様

慶
次
様

九
一
様

峠
柑
サ
ツ
キ
様

建設工事の
入札参加者は
4月1日から
受け付けま

度に喝平成5年度
する建讃工事の、入札に参加を

望する業者を、次の要領で受け
けます。現在登接している
新たに手続きしてくださし

時

●受付期間

4月1日～射引5

（土曜日、日曜日

●受付疇同

午前8時30分～午

●受付場所

役場財政課管財

●申請できる業

建設工事のうち、建築

舗装・菅・水道施設の請負
ただし、次のいずれかに該
れば申請できません。

●地方自治法施
4に該当する場

ｅ郵税や使用料な

を受け、1年を経過
の経営状態が著
められる場合

の建設業法第

ｅ町内に本社ま

金10億円以上の場合は営業
出張所）の登記をしていな

巻人、及び代表者
い個人業者

ｅ資本金1
または固定資産評価額

円未満の場合

⑳重大な反社会的行為を行うな
当ど、業者選定の対象として

でないと認められる場合

●問い合わせ

役場財政課管財係

ｉｌ



釘
の
文
化
や
自
然
を

み
ん
な
で
守
り
沓
そ
た
い
。

「
砧
姫
物
語
」
で
郷
土
づ
く
り
　
佐
藤
　
幸
乃
虐
（
5
3
歳
・
猪
熊
）

明
神
ケ
辻
山
一
帯
は
、
現
在
自
然
公
園
と
し

て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
頂
上
の
広
場

に
は
、
遠
く
玄
海
灘
ま
で
一
望
で
き
る
展
望
台

き
ぬ
た
ひ
め

や
、
町
の
民
話
　
「
砧
姫
物
語
」
　
が
歩
き
な
が
ら

楽
し
め
る
八
基
の
パ
ネ
ル
な
ど
が
設
置
さ
れ
、

四
月
に
は
一
部
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

「
パ
ネ
ル
一
つ
一
つ
に
四
季
折
々
の
遠
賀
川

を
入
れ
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
た
。
原
画
は
早

く
で
き
ま
し
た
が
、
だ
れ
が
見
て
も
わ
か
る
よ

う
な
物
語
を
作
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
」
と
語

る
の
は
、
砧
姫
物
語
の
絵
本
や
パ
ネ
ル
原
画
を

作
っ
た
画
家
の
佐
藤
幸
乃
さ
ん
。

佐
藤
さ
ん
と
砧
姫
と
の
接
点
は
、
炭
鉱
の
閉

山
の
中
に
兄
い
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

少
女
時
代
を
貝
島
大
ノ
浦
炭
鉱
で
過
ご
し
、

中
学
校
教
師
時
代
は
日
炭
高
松
炭
鉱
の
人
た
ち

と
共
に
過
ご
し
た
彼
女
の
絵
に
は
、
炭
鉱
を
テ

ー
マ
に
し
た
作
品
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

「
私
の
絵
画
生
活
の
な
か
で
非
常
に
印
象
深

い
出
来
事
が
炭
鉱
の
閉
山
で
し
た
。
閉
山
で
町

か
ら
出
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
子
供

た
ち
に
と
っ
て
は
、
悲
し
い
事
件
だ
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
そ
の
子
供
た
ち
の
た
め
に
、
何
か

思
い
出
を
つ
く
っ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
た

と
き
に
、
『
砧
ば
や
し
』
　
で
町
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
た
　
『
水
巻
み
ん
な
で
創
る
ふ
る
さ

と
会
』
　
の
人
た
ち
と
出
会
い
、
砧
姫
の
伝
説
を

知
り
ま
し
た
」
　
と
出
会
い
を
語
り
ま
す
。

「
炭
鉱
を
含
む
町
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
ア

ジ
ア
の
人
を
は
じ
め
多
く
の
人
た
ち
の
交
流
が

あ
り
ま
し
た
。
砧
姫
物
語
の
根
底
に
は
、
労
働

や
自
然
へ
の
讃
歌
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

こ
の
町
の
文
化
や
自
然
環
境
を
、
み
ん
な
で
守

り
育
て
て
い
き
た
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

一
・
読
‥

■
今
月
の
特
集
は
「
決
算
Ｌ
で
し
た
が

読
ん
で
み
ま
し
た
か
…

決
算
は
町
の
財
政
事
情
や
町
づ
く
り

の
進
み
具
合
を
知
る
う
え
で
、
重
要
な

も
の
で
す
。
で
す
か
ら
皆
さ
ん
に
わ
か

り
や
す
く
解
説
す
る
必
要
が
あ
り
ま

で
も
、
い
ざ
編
集
と
な
る
と
い
つ
も
苦

労
ば
か
り
。
な
ぜ
か
と
言
え
ば
子
供
の

こ
ろ
か
ら
算
数
が
苦
手
で
、
数
字
を

る
と
眠
く
な
り
、
計
算
す
る
と
旗
痛
が

す
る
は

だ
っ
た
か
ら
で
す
。
今
回
も

電
話
番
号
よ
り
長
い
数
字
や
開
き
慣
れ

な
い
単
語
が
次
々
と
出
て
く
る
分
厚
い

決
算
の
資
料
の
前
で
は
、
頭
を
抱
え
こ

む
こ
と
も
し
ば
し
ば
㌍
喜
予
定
蔵
元
）

車
自
然
公
園
と
し
て
整
備
が
進
ん
で
い

る
明
神
ケ
辻
山
は
、
以
前
か
ら
〝
陣
地

山
〟
と
呼
ば
れ
で
き
ま
し
た
。
戦
争
中

高
射
砲
が
す
え
付
け
ら

に
由
来
す
る
そ
う

ホ
学
生
の
こ
ろ
、
近
所
の

ナ

イ
ブ
や
棒
や
ロ
ー
プ
を
持
っ
て
よ
く
登

っ
た
も
の
で
す
。
鳥
た
ち
の
水
場

が
か
ら
ま
っ
た
砲
台
跡
、
小
屋
を
つ
く

る
の
に
格
好
な
木
な
ど
、
冒
険
心
を
駆

り
立
て
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

自
然
公
園
と
し
て
き
れ
い
に
は
な
る

も
の
の
、
赤
土
だ
ら
け
の
頂
上
を
見
る

内
遊
智
疇
暢
伽

ｒ

舶
撫
・
激
昂
＼
栄
騰
眉
癒
姦
恵
海
返
還
遍
器
劃
　
』
品
胃
炎
望
望
禦
盟
里
芋
号
哩
寧
汁
側
崩
光
害
苧
一
時
0
0
崇
Ｎ
≡
）
畠
和
一
苫
蟄
＼
藻
鈍
炒
＃
、
高
上
「
や


